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建築家・建築技術者として建築設計を行うにあたって、建築物の設計又は工事監
理に係わる実践的な能力を培う。
設計・工事監理に係わる実践的業務内容の修得を主たる課題とする。
実施設計、工事監理業務に実践的に係わる。
指導は現場で実務に携わる建築士が行う。
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Ⅰ　実施設計の学習
（第1日目～第10日目 　：8時間/日）
１．実施設計に関する資料の収集
２．設備設計・構造設計との協議に参席
３．建築一般設計図の作成
４．実施設計に関する模型製作
５．仕様書作成に関する学習
６．確認申請手続の学習
７．工事予算書に関する学習

Ⅱ　工事監理の学習
（第11日目～第20日目 　：8時間/日）
１．建築詳細図の作成
２．詳細模型の製作
３．施工図の検査承認に関する学習
４．現場説明書の作成
５．現場説明への参席
６．現場工事に関する協議に参加し、工事監理業務を学習する
７．完了検査に関する学習

＜ガイダンス・報告会等を除く実時間　計１６０時間＞
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